


年
金
、
医
療
、
介
護
等
の
社
会
保
障
制

度
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
私
達
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

患
者
会
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
は
歴
史
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
す
。
現

在
、
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
検
討
し

て
き
た
課
題
を
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
会
長　

戸
倉　

振
一

こ
の
度
、
６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
第
１６
回
総
会
に
て
理
事
・
監
事
の

改
選
が
行
わ
れ
、
総
会
終
了
後
の
臨
時

理
事
会
に
て
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
に
引
き
続
い
て
、

皆
様
と
と
も
に
腎
臓
病
患
者
が
抱
え
る

課
題
や
腎
臓
病
に
関
わ
る
社
会
的
課
題

解
決
に
向
け
た
活
動
を
推
進
し
、
腎
臓

病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
は
創
立
５０
周
年

当
会
は
、
全
腎
協
が
１
９
７
１
年
に

結
成
さ
れ
た
あ
と
の
翌
年
、
１
９
７
２

年
１１
月
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
０

６
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
、
来
年
は
結
成
５０

セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
の
４
要
求
を
掲
げ
、

全
腎
協
が
結
成
さ
れ
、
命
が
け
の
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
９

７
２
年
６
月
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
改

正
案
が
成
立
し
腎
機
能
障
害
が
身
体
障

害
者
福
祉
法
の
対
象
と
な
り
、
人
工
腎

臓
に
更
生
・
育
成
医
療
が
適
応
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
透
析
が
普
及
し
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
７
３
年
に
健
康
保
険

法
が
改
正
さ
れ
高
額
療
養
費
制
度
が
制

定
、
１
９
８
４
年
の
健
康
保
険
法
改
定

で
「
長
期
特
定
疾
病
に
か
か
る
特
例
」

が
導
入
さ
れ
透
析
医
療
費
の
出
所
が
税

金
か
ら
医
療
保
険
へ
大
き
く
シ
フ
ト
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

透
析
医
療
技
術
の
向
上
も
目
覚
ま
し

く
、
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
・
開
発

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
関
係
学
会
の

先
生
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
に

よ
る
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
私
達
が
「
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
お
金
の
心
配
を
す
る
こ

と
な
く
安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ

る
」
環
境
が
整
備
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て

い
る
の
は
、
患
者
会
の
先
人
の
努
力
の

結
果
で
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）を
高
め
よ
う

現
在
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
に
、
こ

れ
ま
で
の
透
析
医
療
の
歴
史
や
患
者
会

の
果
た
し
た
役
割
を
振
り
返
り
、
決
意

を
新
た
に
活
動
に
邁
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

世
界
で
初
め
て
人
工
腎
臓
を
使
っ
た

急
性
腎
不
全
の
救
命
に
成
功
し
た
の
は
、

１
９
４
５
年
で
、
日
本
で
も
臨
床
応
用

が
開
始
さ
れ
た
の
が
１
９
５
６
年
で
す
。

１
９
６
７
年
に
は
人
工
透
析
が
保
険
適

用
さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
が
、
こ
の

と
き
の
患
者
数
は
２
１
５
名
で
、
１
年

生
存
率
は
５０
％
未
満
で
し
た
。

保
険
適
用
後
の
１
９
７
０
年
に
な
っ

て
も
透
析
技
術
を
持
っ
た
医
師
、
装
置

台
数
、
技
術
面
の
不
確
か
さ
、
ま
た
、

当
時
は
「
透
析
は
死
ぬ
前
の
儀
式
」
程

度
に
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
患

者
数
は
９
４
９
名
で
あ
ま
り
増
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
透
析
が
で
き
た
と
し

て
も
健
康
保
険
本
人
以
外
は
自
己
負
担

が
多
額
で
、「
金
の
切
れ
目
が
命
の
切

れ
目
」
と
言
わ
れ
、
透
析
で
き
る
人
も
、

限
ら
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

全
腎
協
結
成
で
命
が
け
の
運
動

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、

「
医
療
費
の
全
額
国
庫
負
担
」「
透
析

患
者
を
身
体
障
害
者
に
」「
長
期
療
養

者
の
治
療
の
保
障
」「
全
国
各
地
に
腎
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第
１６
回
東
腎
協
総
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
禍
に
よ
り
、
昨
年

度
と
同
様
、
事
務
局
を
主
会
場
と
し
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
と
議
決
権
行
使
書
に
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

東
腎
協
事
務
局
に
は
、
議
長
の
関
口

理
事
、
司
会
の
須
賀
理
事
、
古
暮
副
会

長
、
板
橋
事
務
局
長
、
三
好
事
務
局
次

長
、
新
理
事
候
補
の
成
田
哲
也
さ
ん
、

丸
山
春
良
さ
ん
が
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
、
正
会

員
、
理
事
、
監
事
を
中
心
に
在
宅
で
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
１２
名
が

Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
。
来
賓
と
し
て
、
金
子
智

全
腎
協
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
馬
上

和
久
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

に
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
い
た
だ
き
、
総
計
２４

名
の
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

定
刻
通
り
に
須
賀
春
美
理
事
（
虎
の

門
・
高
津
会
（
本
院
））
の
司
会
進
行

で
始
ま
り
ま
し
た
。

正
会
員
数
の
参
加
人
数
（
４７
／
６９
）
で

総
会
の
成
立
確
認
を
し
た
。

＊
定
款
２７
条
「
総
会
は
正
会
員
数
の
２

分
の
１
以
上
の
出
席
が
無
け
れ
ば
開
会

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

開
会
あ
い
さ
つ

�

東
腎
協
会
長　

戸
倉
振
一

こ
の
一
年
間
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
会
員
の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。（
黙
祷
）

そ
れ
で
は
総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
一

言
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
本
日
は
、

金
子
全
腎
協
常
務
理
事
、
馬
上
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
担
当
理
事
に
来
賓
と
し
て
参
加

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
お
忙
し
い
と

こ
ろ
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

金
子
全
腎
協
常
務
理
事
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
長
い
間
全
腎
協
の
事
務
局
を

支
え
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
６
月

２７
日
の
全
腎
協
総
会
を
持
ち
ま
し
て
、

退
職
さ
れ
る
と
の
事
で
す
。
そ
の
後
は
、

東
腎
協
の
相
談
役
と
し
て
東
腎
協
活
動

に
ご
協
力
頂
け
る
と
い
う
事
で
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
東
腎
協
の
イ

ベ
ン
ト
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
は
全
て
中

止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
理
事
会

や
対
外
的
な
活
動
は
必
要
に
応
じ
て
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
会
議
を
活
用
し
ま
し
て

滞
り
な
く
進
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
東
京
都
福
祉
保
健
局
が
発
行
し

て
い
る
、「
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医

療
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
を
検
討

す
る
為
の
東
京
都
特
定
疾
病
対
策
協
議

会
腎
不
全
部
会
に
、
患
者
会
代
表
と
し

て
リ
モ
ー
ト
会
議
に
参
加
さ
せ
て
頂
い

た
り
、
花
房
先
生
か
ら
「
患
者
か
ら
み

た
腹
膜
透
析
の
災
害
対
策
」
と
い
う
お

題
を
頂
き
ま
し
て
日
本
腹
膜
透
析
医
学

会
で
の
発
表
の
機
会
を
頂
い
た
事
で
、

そ
の
内
容
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
臨
床
工
学
士
の
先
生
方
と
は
、

リ
モ
ー
ト
会
議
で
東
京
都
透
析
医
会
が

運
用
す
る
緊
急
時
透
析
情
報
共
有
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
東
京
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｓ
）
の
デ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
患
者
ポ

ー
タ
ブ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
に
つ
い
て
４

回
に
わ
た
る
会
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ

特
定
非
営
利

活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
１6
回
総
会

事務局でオンライン参加のみなさん

東腎協会長　戸倉振一

総
会
の
議
決
数

６９
名

出
席
正
会
員
数

１０
名

議
決
権
行
使
書

３７
名

総
会
議
決
数

４７
名
／
６９
名

議
決
権
行
使
書

賛
成

反
対

第
１
号
議
案

３７
名

０
名

第
２
号
議
案

３７
名

０
名

第
３
号
議
案

３７
名

０
名
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ぼ
完
成
状
態
に
あ
り
ま
し
て
、
現
在
運

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
手
順
が
検
討
さ

れ
て
い
る
所
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
６5
歳
以
上
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
収
束
が
期
待
さ
れ

る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
感
染
力

の
強
い
変
異
株
の
威
力
が
広
が
っ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
ど
う
い
う
影
響
が
及
ぼ
す
の
か
解

ら
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

透
析
患
者
は
高
齢
者
が
多
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
重
症
化

し
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
と
い
わ
れ
ま

す
。直

近
の
日
本
透
析
医
学
会
等
の
発
表

資
料
に
よ
り
ま
す
と
透
析
患
者
の
致
死

率
が
４０
代
で
３
・
８
％　

5０
代
６
・
２

％　

６０
代
９
・
９
％　

７０
代
２１
・
３
％　

８０
代
３０
・
７
％
と
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性
者
の
重
症
病
床
は

限
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

重
症
者
の
病
状
改
善
後
に
は
軽
症
者
受

け
入
れ
施
設
へ
の
転
院
、
改
善
し
て
退

院
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
速
や

か
な
自
施
透
析
で
の
受
け
入
れ
の
地
域

連
携
も
徐
々
に
行
わ
れ
て
い
る
所
で
す
。

医
療
逼
迫
を
避
け
る
た
め
に
も
、
今
後

も
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な
ま
だ
先
が
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、
現
状
の
医

療
福
祉
を
守
り
、
腎
臓
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
に
資
す
る
活
動
や
社
会
貢
献
活

動
事
業
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
総
会
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

来
賓
挨
拶

�
全
腎
協
常
務
理
事
・　

金
子　

智

ご
紹
介
を
頂
き
ま
し
た
全
腎
協
の
金

子
と
申
し
ま
す
。
東
腎
協
の
役
員
さ
ん
、

会
員
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
在
京
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
頃
か
ら
全
腎
協

の
活
動
に
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
倉
会
長
さ
ん
よ
り
話
が
あ
り
ま
し

た
様
に
、
こ
の
一
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
、
今
ま
で
経

験
し
た
事
が
な
い
様
な
対
応
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
で
苦

労
し
た
一
年
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
週
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
２
割

負
担
の
法
案
が
通
り
ま
し
た
。
介
護
保

険
も
２
割
負
担
と
い
う
事
で
動
い
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
透
析
患
者
を
取

り
巻
く
動
向
は
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

通
院
対
策
、
施
設
問
題
、
高
齢
者
施

設
問
題
、
組
織
対
策
等
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
全
腎
協
全
体
は
非

常
に
会
員
の
組
織
率
が
下
が
っ
て
お
り

ま
す
。
全
腎
協
、
東
腎
協
が
共
々
に
活

動
し
て
い
く
為
に
は
、
組
織
基
盤
、
財

政
基
盤
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
引
き

続
き
全
腎
協
、
特
に
東
腎
協
と
は
連
携

を
密
に
し
て
活
動
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

戸
倉
会
長
、
板
橋
事
務
局
長
が
２
０

２
１
・
２
０
２
２
年
度
の
全
腎
協
理
事

候
補
者
と
し
て
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、

理
事
に
な
ら
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
ご
活

躍
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
６
月
で
退
任
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
が
、
も
と
も
と
東
腎
協
に
所
属
し
、

東
腎
協
の
活
動
を
役
員
と
し
て
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

相
談
役
と
し
て
東
腎
協
を
お
手
伝
い
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
１６
回
総
会
の
ご
盛
会
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

�

馬
上
和
久

皆
様
、
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
馬
上
で

す
。
全
腎
協
は
全
都
道
府
県
が
９
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
東
京
と
か

私
共
の
神
奈
川
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
１
都
６
県
プ
ラ
ス
山
梨
、

長
野
が
加
わ
っ
た
９
都
県
で
構
成
し
て

い
る
全
腎
協
の
中
で
も
一
番
会
員
数
が

多
く
、
組
織
も
多
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
と
い

う
事
で
本
日
お
招
き
頂
き
ま
し
た
の
で
、

御
挨
拶
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
腎
協
は
今
年
5０
年
の
節
目
に
あ
た

り
ま
し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
本
年
東

京
を
会
場
と
し
て
全
国
大
会
を
開
催
す

る
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
ま
し
て
、
２
０
２
２
年
に
一

年
間
延
ば
し
て
開
催
す
る
事
に
な
っ
て

全腎協常務理事　金子　智さん
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い
ま
す
。
東
京
を
除
く
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

８
県
も
一
生
懸
命
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
来
る
大
会
が
成

功
裡
に
終
わ
る
様
に
ご
協
力
、
ご
指
導

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
全
腎
協
役
員
改
選
の
年
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
て
、
金
子
常
務
理
事
・

事
務
局
長
が
こ
の
６
月
２７
日
の
全
腎
協

社
員
総
会
を
も
っ
て
退
任
を
さ
れ
る
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
東
腎
協

の
榊
原
さ
ん
も
同
じ
く
理
事
を
退
任
を

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
２７
日
の
社
員

総
会
で
決
ま
る
だ
ろ
う
関
東
選
出
の
全

腎
協
理
事
候
補
は
、
戸
倉
会
長
、
板
橋

事
務
局
長
、
神
奈
川
の
私
、
馬
上
の
３

人
が
選
出
理
事
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

金
子
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
退
任

に
伴
う
混
乱
が
予
想
さ
れ
、
厳
し
い
情

勢
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、
戸
倉
さ
ん
、

板
橋
さ
ん
に
つ
い
て
は
新
年
度
の
二
年

間
の
新
た
な
任
に
あ
た
っ
て
頂
き
ま
す
。

私
も
そ
う
い
う
つ
も
り
で
二
年
間
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
日
の
定
期
総
会
が
盛
会
裏
に
終
わ

り
ま
す
事
を
念
じ
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

司
会　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
只
今
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会
第
１６
回
総
会
の
議

事
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
選
出

関
口
新
一
正
会
員
（
国
分
寺
こ
や
ま
腎

友
会
）

定
款
２６
条
「
総
会
の
議
長
は
そ
の
総
会

に
出
席
し
た
正
会
員
の
中
か
ら
選
出
す

る
」

議
事
録
署
名
人
選
出

野
口
忠
男
会
員
（
清
湘
会
記
念
病
院
腎

友
会
）

横
溝
久
美
子
正
会
員
（
長
久
保
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
会
）

定
款
３０
条
「
本
総
会
の
議
事
の
結
果
を

議
事
録
に
記
録
し
、
確
認
す
る
議
事
録

署
名
人
を
２
名
選
出
す
る
」

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

２
０
２
０
年
度
事
業
報
告

板
橋
俊
司
事
務
局
長
よ
り
報
告
（
議
案

集
１
～
５
頁
）

２
０
２
０
年
度
収
支
報
告

酒
井
豊
財
務
担
当
理
事
よ
り
報
告
（
議

案
集
１０
～
１１
頁
）

２
０
２
０
年
度
監
査
報
告

山
口
登
、岡
田
和
友
監
事
よ
り
報
告（
議

案
集
１３
頁
）

議
長　

以
上
が
第
一
号
議
案
の
ご
報
告

・
ご
提
案
で
す
。

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画
（
案
）

戸
倉
振
一
会
長
よ
り
提
案
（
議
案
集
６

～
８
頁
）

１
．
全
腎
協
創
立
50
周
年
、
東
腎

協
50
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

２
０
２
２
年
５
月
２８
～
２９
日
（
日
）

全
腎
協
創
立
5０
周
年
記
念
大
会
が
東
腎

協
開
催
担
当
で
「
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト

２１
」（
江
東
区
東
陽
６
―
３
―
３
）
で

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
腎
協
と
し
て
は
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
、
１０
年
ご
と
に
行
う
「
会
員
実

態
調
査
」「
創
立
5０
周
年
記
念
誌
」「
記

念
式
典
・
祝
賀
会
（
全
腎
協
と
合
同
）」

全腎協関東ブロック担当理事　馬上和久さん

関口新一議長

須賀春美さん（司会、
上段左）
板橋俊司さん（上段中）
酒井　豊さん（上段右）
山口　登さん（下段左）
古暮　宏さん（下段右）
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の
準
備
の
年
度
と
な
り
ま
す
。

２
．
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
安
心
し
て
透
析
が
受
け
ら
れ

る
医
療
体
制
の
継
続
を
目
指
し
て

（
１
）
国
へ
の
要
望
の
窓
口
と
し
て
全

腎
協
の
存
続
（
議
案
集
６
頁
）

（
２
）
東
京
都
へ
の
要
望
窓
口
と
し
て

東
腎
協
の
存
続
（
議
案
集
６
頁
）

（
３
）
腎
臓
病
患
者
の
社
会
復
帰
・
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
に
資
す
る
活
動
。（
議
案
集

６
頁
）

３
．
患
者
会
の
存
続
を
目
指
し
て

（
１
）
腎
臓
病
に
関
連
す
る
「
社
会
的

課
題
「
患
者
が
抱
え
る
問
題
」
解
決
の

た
め
に
患
者
会
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た

め
、
必
要
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

（
議
案
集
７
頁
）

４
．
２
０
２
１
年
度
の
事
業
計
画

�

（
議
案
集
７
～
８
頁
）

（
１
）
社
会
貢
献
事
業

①「
第
４０
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

②
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
パ
レ
ー
ド
の
開
催

③
東
京
都
へ
の
「
２
０
２
２
年
度
予
算

要
請
」

④
第
５１
次
国
会
請
願
署
名
活
動

⑤
腎
臓
病
を
考
え
る
「
第
３３
回
都
民
の

集
い
」
の
開
催

（
２
）
首
都
圏
大
災
害
へ
の
対
策

①
東
京
都
透
析
医
会
災
害
対
策
委
員
会

と
の
連
携

②
災
害
時
に
お
け
る
透
析
医
療
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
東
京
都
福
祉
保
健
局
Ｈ
２６

・
３
）
の
改
定
に
伴
う
活
動

③
東
腎
協
の
災
害
対
策
と
し
て
「
患
者

会
会
員
名
簿
」
の
更
新
・
作
成
と
、
災

害
時
緊
急
連
絡
網
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
広
報
活
動

①
機
関
誌
発
行
年
４
回
を
堅
持
す
る

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
・
更
新

③
対
外
的
広
報
活
動
を
強
化
す
る

④
広
報
の
営
業
活
動
を
強
化
す
る

⑤
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
患
者
の
入

会
を
強
化
し
ま
す

（
４
）
事
務
局
・
組
織
活
動

①
総
会
・
理
事
会
・
正
会
員
会
議

②
事
務
局
体
制
の
強
化

③
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
強
化

④
青
年
部
活
動

（
５
）
東
腎
協
第
１０
回
大
会

（
６
）
そ
の
他
の
事
業
活
動

（
７
）
全
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
全
国

大
会
実
行
委
員
会
、
東
腎
協
創
立
５０
周

年
記
念
事
業
委
員
会

①
全
腎
協
５０
周
年
記
念
全
国
大
会

②
東
腎
協
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
委
員

会２
０
２
１
年
度
収
支
予
算
（
案
）

酒
井
豊
予
算
委
員
長
よ
り
提
案
（
議
案

集
１２
頁
）

議
長　

以
上
で
第
二
号
議
案
の
提
案
が

終
わ
り
ま
し
た
。

議
長　

第
一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
の

審
議
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
特

に
発
言
は
無
し
）
文
書
発
言
の
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
文
書
発
言
）

東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会

�
（
正
会
員　

木
村
凱
昭
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
接
種
に
関
し
て
、

接
種
の
予
約
（
１
次
、
２
次
）、
接
種

後
の
身
体
の
状
態
、
接
種
後
の
生
活
の

変
化
な
ど
の
情
報
が
患
者
間
で
共
有
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勝
和
な
ご
み
会

�

（
正
会
員　

保
倉
清
太
郎
）

役
員
、
理
事
の
方
々
の
ご
苦
労
、
ご

努
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
と
う

じ
ん
き
ょ
う
」
Ｎ
Ｏ
．
２
３
３
の
記
事

に
も
あ
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１９

の
拡
大
及
び
先
が
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い

な
か
、
各
患
者
会
の
通
常
の
催
し
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
言
う

事
で
私
ど
も
も
大
変
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

当
会
も
、
役
員
会
、
各
例
年
の
行
事
も

中
止
と
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
新
会
員
を
得
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
す
。
ま
た
私
自
身
も
Ｗ

Ｅ
Ｂ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
（
会
員
全
体
的
に
も
）。
東
腎
協
、

全
腎
協
の
5０
周
年
記
念
に
つ
い
て
は
、

機
関
誌
等
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
、
益
々
の
ご
活
躍
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

追
伸
、
当
会
員
か
ら
、「
今
年
は
何

も
な
か
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
て
考
え
さ

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
透
析
バ
ン
ザ

イ
」「
名
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布

し
ま
し
た
が
、《
物
》
で
は
な
く
《
実

の
あ
る
催
し
》
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、



5 No.234／2021年 7 月

お
知
恵
を
借
し
て
く
だ
さ
い
（
当
然
透

析
医
会
発
表
の
コ
ロ
ナ
デ
ー
タ
は
会
員

に
流
し
て
お
り
ま
す
が
）。

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会　

船
堀

�
（
正
会
員　

永
田　

治
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
苦
労
様
で
す
。

織
本
病
院
腎
友
会

�

（
正
会
員　

山
下　

賢
）

機
関
誌
「
ぜ
ん
じ
ん
き
ょ
う
」
で
も
、

い
つ
く
か
の
自
治
体
で
患
者
の
医
療
費

負
担
増
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
記
事
を

見
ま
す
。
私
は
東
京
都
清
瀬
市
に
あ
る

織
本
病
院
で
透
析
を
受
け
て
い
る
の
で

東
腎
協
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
埼
玉
県
人
で
他
に
も
同
様
の
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら

埼
玉
県
で
、
も
し
自
己
負
担
の
導
入
な

ど
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
、
何
も

知
ら
ず
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
東
腎
協
と
し
て

隣
県
と
連
携
し
て
、
情
報
交
換
等
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
長　

以
上
で
発
言
は
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
第
一
号
議
案
、
第
二
号
議

案
の
採
決
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拍
手
多
数
で
す
の
で
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

第
三
号
議
案

２
０
２
１
・
２２
年
度
理
事
・
監
事
の
選
出

古
暮
宏
役
員
選
考
委
員
長
よ
り
推
薦
名

簿
を
提
案
（
議
案
集
９
頁
）

議
長　

そ
れ
で
は
第
三
号
議
案
の
審
議

に
入
り
ま
す
（
発
言
無
し
）。

議
長　

以
上
で
発
言
は
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
第
三
号
議
案
の
採
決
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

拍
手
多
数
で
す
の
で
原
案
通
り
可
決

し
ま
し
た
。

議
長　

以
上
で
本
総
会
の
全
て
の
議
事

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
て
議

長
と
し
て
の
役
目
を
終
了
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

司
会　

関
口
正
会
員
、
議
長
の
大
役
を

滞
り
な
く
お
努
め
い
た
だ
き
ま
し
て
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会　

本
総
会
に
て
退
任
さ
れ
る
理
事

を
代
表
し
ま
し
て
、
梅
原
前
副
会
長
に

ご
挨
拶
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
挨

拶
内
容
は
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

司
会　

先
ほ
ど
行
わ
れ
た
臨
時
理
事
会

で
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
倉　

只
今
臨
時
理
事
会
で
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
戸
倉
で
す
。
２
０
２
１

年
度
の
執
行
部
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
東
腎
協
執
行
部
体
制

会　

長　
　
　
　
　

戸
倉　

振
一（
再
）

副
会
長　
　
　
　
　

古
暮　

宏　
（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

榊
原　

靖
夫（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

酒
井　

豊　
（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

須
賀　

春
美（
新
）

事
務
局
長　
　
　
　

板
橋　

俊
司（
再
）

　

同　

次
長　
　
　

三
好
か
お
り（
再
）

財
務
担
当
理
事　
　

酒
井　

豊　
（
再
）

総
務
委
員
長　
　
　

須
賀　

春
美（
再
）

政
策
行
政
委
員
長　

古
暮　

宏　
（
再
）

災
害
対
策
委
員
長　

戸
倉　

振
一（
再
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

酒
井　

豊　
（
再
）

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮　

宏　
（
再
）

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原　

靖
夫（
再
）

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長　

関
口　

新
一（
新
）

青
年
部
長　
　
　
　

小
林　

正
和（
再
）

全
腎
協
理
事　
　
　

戸
倉　

振
一（
新
）

　
　
　

（�

社
会
保
障
委
員
、
災
害
対
策

委
員
、
創
立
5０
周
年
記
念
事

業
準
備
委
員
、
日
本
難
病
・

疾
病
団
体
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
担
当

理
事
）

全
腎
協
理
事　
　
　

板
橋　

俊
司（
新
）

　
　
　

（�

創
立
5０
周
年
記
念
事
業
準
備

委
員
、
中
長
期
検
討
委
員
）

同
社
員
代
表　
　
　

酒
井　

豊　
（
新
）

東
難
連
理
事　
　
　

榊
原　

靖
夫（
再
）

東
腎
協
監
事　
　
　

山
口　

登　
（
再
）

　

同　

監
事　
　
　

梅
原　

秀
孝（
新
）

　

同
相
談
役　
　
　

金
子　

智　
（
新
）

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

（
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

理　

事　
　
　
　
　

金
井　

信
憲（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

野
口　

忠
男（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

成
田　

哲
也（
新
）

（
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

理　

事　
　
　
　
　

松
本　

茂
利（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

丸
山　

春
良（
新
）

（
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
）

理　

事　
　
　
　
　

長
澤　

浩　
（
再
）

（
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
）

理　

事　
　
　
　
　

根
津　

恵
子（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

横
溝
久
美
子（
再
）

　

同　
　
　
　
　
　

岡
田　

和
友（
新
）
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2０2１・22年度東腎協理事・監事一覧

会長
戸倉　振一
全腎協理事
災害対策委員長
（東部ブロック）

筆頭副会長
古暮　宏
政策行政委員長
中南部ブロック長
（中南部ブロック）

副会長
榊原　靖夫
北部ブロック長
（北部ブロック）

副会長
酒井　豊
東部ブロック長
全腎協社員代表
財務担当理事
（東部ブロック）

副会長
須賀　春美
総務委員長
（中南部ブロック）

事務局長
板橋　俊司
全腎協理事
広報委員長
（多摩ブロック）

事務局次長
三好　かおり
財務、組織担当
（北部ブロック）

理事
関口　新一
多摩ブロック長
（多摩ブロック）

理事
小林　正和
青年部長
（多摩ブロック）

理事
金井　信憲
（東部ブロック）

理事
野口　忠男
（東部ブロック）

理事
成田　哲也
（東部ブロック）

理事
松本　茂利
（中南部ブロック）

理事
丸山　春良
（中南部ブロック）

理事
長澤　浩
（北部ブロック）

理事
根津　恵子
（多摩ブロック）

理事
横溝　久美子
（多摩ブロック）

理事
岡田　和友
（多摩ブロック）

監事
山口　登
（北部ブロック）

監事
梅原　秀孝
（多摩ブロック）
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透
析
生
活
１７
年
の
始
ま
り

振
り
返
れ
ば
２
０
０
４
年
４
月
９
日

に
体
調
不
良
で
杏
林
大
学
病
院
で
受
診

し
ま
し
た
。
一
年
程
前
か
ら
毎
月
受
診

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
体
調
が

悪
化
し
遂
に
自
宅
の
階
段
を
昇
る
事
が

困
難
に
成
り
受
診
し
ま
し
た
。
医
師
よ

り
「
即
入
院
透
析
し
な
け
れ
ば
生
命
の

保
証
は
出
来
ま
せ
ん
。」
と
言
わ
れ
仕

事
の
都
合
も
あ
り
ま
し
た
が
覚
悟
を
決

め
入
院
す
る
事
に
し
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
ト
が
間
に
合
わ
ず
首
筋
よ
り

カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
、
透
析
が
始
ま
り

ま
し
た
。
当
初
、
透
析
に
対
す
る
知
識

が
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
娘
に
調
べ

て
も
ら
い
学
習
を
し
ま
し
た
。
体
力
が

回
復
し
て
シ
ャ
ン
ト
の
手
術
が
出
来
ま

し
た
。

４
週
間
後
に
退
院
し
、
現
在
の
府
中

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
世
話
に
な
り
、
月

・
水
・
金
の
週
３
回
、
３
時
間
し
て
い

ま
し
た
。（
現
在
は
５
時
間
の
透
析
を

受
け
回
復
し
健
康
に
な
り
ま
し
た
。）

度
々
、
血
圧
が
低
下
し
失
神
し
た
事
も

あ
り
苦
労
し
ま
し
た
。

東
腎
協
と
の
出
会
い

そ
ん
な
体
調
の
優
れ
な
い
中
、
患
者

会
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
翌
年
、
会

長
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ
れ
、
私
が
会
長

に
勧
め
ら
れ
何
も
知
ら
ず
引
き
受
け
ま

し
た
が
、
学
習
し
て
総
会
も
開
催
出
来

ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
腎
協
の
正
会
員

と
い
う
方
と
一
緒
に
東
腎
協
総
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

当
初
、
榊
原
靖
夫
さ
ん
が
会
長
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
理
事
の
皆

さ
ん
が
快
く
案
内
し
て
下
さ
っ
た
事
に

感
動
し
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
に
参
加
し
故
木

下
久
吉
元
会
長
さ
ん
よ
り
ご
指
導
を
受

け
、
東
腎
協
理
事
を
引
き
受
け
る
事
と

な
り
２
０
０
８
年
よ
り
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
ご
縁
が
あ
っ
て
木
下
さ
ん
の

鞄
持
ち
を
し
て
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
の
透
析

施
設
を
訪
問
し
、
東
腎
協
Ｐ
Ｒ
活
動
を

毎
月
ご
一
緒
に
し
て
ご
指
導
を
頂
き
ま

し
た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

全
腎
協
理
事
、
会
長
、
副
会
長
、�

�

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
し
て

当
時
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
は
３
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
分
け
さ
れ
て
お
り
活
発
な
活
動

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
正
会
員
会
議
を

年
２
回
開
催
し
、
会
活
動
の
活
性
化
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
学
習

交
流
会
も
年
１
回
、
全
会
員
を
対
象
に

有
益
な
セ
ミ
ナ
ー
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
ま
せ

ん
が
、
早
く
再
開
し
た
い
で
す
ね
。

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
そ
し
て
東
腎
協

副
会
長
を
４
年
、
会
長
を
３
年
、
全
腎

協
理
事
も
１
期
や
り
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
よ
り
２
０
２
０
年
度
ま

で
７
期
１３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
先
輩

方
の
命
が
け
の
活
動
に
よ
り
、
私
た
ち

腎
臓
病
患
者
は
医
療
制
度
が
確
立
さ
れ

安
心
し
て
透
析
治
療
を
受
け
る
事
が
出

来
て
い
ま
す
。

全
腎
協
も
２
０
２
１
年
で
設
立
5０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
東
腎
協
も
２

０
２
２
年
度
5０
周
年
を
迎
え
る
事
と
な

り
ま
す
。
会
員
減
少
に
よ
る
会
運
営
は

年
々
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
や
は
り
会
員
拡
大
は
財
政
基
盤
の

基
本
で
す
。
私
も
会
員
拡
大
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
第
１６
回
総
会
を
持
ち
ま
し
て

理
事
を
退
く
事
と
い
た
し
ま
し
た
。
長

年
に
亘
り
ご
指
導
、
ご
協
力
そ
し
て
ご

支
援
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
戸
倉
振
一
会
長
を
中
心

に
理
事
・
役
員
・
事
務
局
が
一
致
団
結

し
腎
臓
病
患
者
皆
様
の
た
め
、
お
身
体

を
ご
自
愛
さ
れ
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊

梅
原
秀
孝
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
０
８
年　
　
　

東
腎
協
理
事

２
０
１
３
～
１４
年　

東
腎
協
副
会
長

２
０
１
６
～
１８
年　

東
腎
協
会
長

２
０
１
７
～
１８
年　

全
腎
協
理
事

２
０
１
９
～
２０
年　

東
腎
協
副
会
長

２
０
２
１
年
６
月　

東
腎
協
理
事
退
任

２
０
２
１
年
６
月　

東
腎
協
監
事

１３
年
間
の
東
腎
協
役
員
お
疲
れ
様
で
し
た
。

梅
原
秀
孝
さ
ん
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私
の
８０
年
を
１０
年
毎
の
節
目
ご
と
に

思
い
つ
く
ま
ま
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
振

り
返
っ
て
み
る
事
に
し
ま
し
た
。

０
歳昭

和
１７
年
９
月
１２
日
、
北
海
道
の
函

館
病
院
産
科
に
て
誕
生
。
名
づ
け
親
は

看
護
師
さ
ん
で
す
（
後
に
母
よ
り
聞
き

ま
し
た
）。
し
か
し
、
す
で
に
父
親
は

南
方
の
戦
場
で
戦
死
し
て
い
ま
し
た
。

１０
歳
代

子
供
の
頃
は
母
親
の
苦
労
を
見
て
い

た
か
ら
か
、
早
く
大
人
に
な
っ
て
、
母

親
を
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
少
年
時
代
で
し
た
。

２０
歳
代

勤
め
先
の
営
業
の
仕
事
で
、
週
の
う

ち
半
分
く
ら
い
は
、
取
引
先
や
先
輩
、

友
人
と
会
社
の
経
費
で
飲
み
歩
い
て
い

ま
し
た
。

３０
歳
代

自
分
で
生
涯
携
わ
る
仕
事
を
考
え
て

い
た
ら
、
先
輩
や
周
り
の
友
人
、
知
人

に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ま
で
仕
事
を
し
て
き

た
紙
器
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
全
般
の
会
社
を

設
立
し
ま
し
た
。
お
陰
様
で
今
日
ま
で

順
調
に
き
て
、
今
で
は
息
子
に
後
を
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４０
歳
代

自
分
は
病
気
に
な
ら
な
い
と
信
じ
切

っ
て
、
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、
遊
び
も
一

生
懸
命
？
で
し
た
。
当
然
、
夜
遅
く
ま

で
飲
ん
で
食
べ
て
、
当
日
中
に
帰
っ
た

事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
毎
日
で
し
た
。

今
思
え
ば
よ
く
元
気
で
そ
こ
ま
で
で

き
た
も
ん
だ
と
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

５０
歳
代

今
で
は
反
省
し
て
い
ま
す
が
、
何
で

も
「
自
分
が
自
分
が
」
と
い
う
自
分
中

心
主
義
で
し
た
。

仕
事
も
ブ
ラ
ン
ド
物
が
と
に
か
く
売

れ
た
時
代
で
、
森
英
恵
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ

ン
コ
、
ニ
ク
ラ
ウ
ス
の
ゴ
ル
フ
ウ
エ
ア

等
々
、
色
々
な
分
野
で
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
注
文
を
受
け
、
忙

し
い
日
々
で
し
た
。

６０
歳
代

そ
れ
ま
で
の
無
理
が
体
に
変
化
を
起

こ
し
通
風
を
発
症
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
我
慢
し
て
二
年
ほ
ど
ス
キ
ー
に
も
行

っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
限
界

と
な
り
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
東
京
医

科
歯
科
大
学
病
院
を
受
診
。

す
る
と
、
糸
球
体
腎
炎
と
い
う
こ
と

で
透
析
に
向
か
っ
て
一
直
線
。
シ
ャ
ン

ト
の
手
術
後
入
院
し
て
２
週
間
ベ
ッ
ト

に
横
た
わ
り
、
今
ま
で
の
好
き
放
題
の

人
生
を
反
省
し
、
天
井
を
見
な
が
ら
涙

す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

医
者
に
も
勧
め
ら
れ
、
健
康
の
た
め

磯
釣
り
仲
間
と
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
葛
西
の
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー

ル
に
も
通
い
、
７９
歳
の
今
で
も
、
月
２

回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
コ
ー
ス
に
出
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
カ
ー
ト
で
も
し
ん

ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
…
。

７０
歳
代

自
分
の
限
界
を
知
る
事
に
な
り
、
反

省
の
意
味
を
込
め
て
、
自
分
の
関
係
し

て
い
る
業
界
の
「
紙
器
組
合
」
副
理
事

長
を
２
年
ほ
ど
務
め
ま
し
た
。
参
加
し

て
み
る
と
、
業
界
の
全
体
像
が
何
と
な

く
見
え
る
よ
う
に
な
る
も
ん
で
す
。
良

い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

今
、
７９
歳
に
し
て
東
腎
協
の
理
事
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
役
員
の
平
均

年
齢
が
か
な
り
高
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
（
私
自
身
も
年
齢
を
上
に
押

し
上
げ
て
い
ま
す
が
）。

一
期
２
年
頑
張
っ
て
、
１０
歳
く
ら
い

若
い
方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
何
が
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
激
動
の
時
期
に
若
い
人
の

発
想
に
期
待
を
寄
せ
て
、
少
し
で
も
お

手
伝
い
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

８０
歳
代

６０
歳
過
ぎ
に
健
康
の
た
め
に
始
め
た

大
好
き
な
ゴ
ル
フ
や
、
趣
味
の
磯
釣
り

の
話
な
ど
を
題
材
に
し
て
、
何
年
後
か

に
筆
を
と
っ
て
纏
め
て
み
よ
う
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

透
析
１８
年

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協
理
事

西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り
会

成
田�
哲
也
さ
ん
（
７８
歳
）

私
と
東
腎
協

(
リ
レ
ーエッセ
イ)
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控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
は
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
感

染
予
防
は
徹
底
し
て
行
う
べ
き
で
す
が
、

一
方
で
〝
自
粛
〟
生
活
は
さ
ら
に
私
た

ち
の
健
康
を
お
び
や
か
し
か
ね
ま
せ
ん
。

外
出
や
人
と
の
接
触
を
控
え
る
行
動
が

長
期
化
す
る
と
、
閉
じ
こ
も
り
や
人
と

の
交
流
が
減
る
こ
と
に
よ
る
弊
害
も
出

て
き
ま
す
。

要
介
護
認
定
に
な
り
や
す
い
高
齢
者

の
特
徴
と
し
て
、
外
出
頻
度
が
少
な
い
、

歩
行
時
間
が
１
日
３０
分
未
満
、
友
人
と

会
う
頻
度
が
月
１
回
未
満
な
ど
と
い
っ

た
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
は
積
極
的
に
外
出
し
た

り
、
人
と
の
交
流
が
あ
っ
た
方
で
も
コ

ロ
ナ
禍
で
自
然
と
要
介
護
認
定
と
な
り

や
す
い
高
齢
者
の
特
徴
に
近
づ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ

禍
で
人
と
の
交
流
は
難
し
く
て
も
、
自

宅
内
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
軽
い
運
動
、

近
所
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
工
夫
を
し
て
健
康

を
保
ち
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
家
事
も
当
た
り
前
の
こ
と
な

が
ら
日
常
生
活
の
中
で
の
大
事
な
活
動

で
す
。
特
に
料
理
は
、
作
ろ
う
と
す
る

と
、
今
日
は
何
を
食
べ
よ
う
？
昨
日
の

夕
食
は
何
を
食
べ
た
か
な
？
材
料
は
何

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
日
常
生
活

の
変
化

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世

界
的
な
広
が
り
を
み
せ
、
国
内
で
の
感

染
者
は
６０
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
全

国
的
な
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
東
京

都
で
は
２
０
２
１
年
４
月
２5
日
か
ら
３

回
目
と
な
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
従
来
よ
り
も

感
染
し
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
可
能

性
の
あ
る
変
異
株
の
流
行
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

際
の
症
状
と
し
て
発
熱
や
咳
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
軽
症
の
場
合
は
経
過
観

察
の
ま
ま
自
然
と
治
癒
し
た
り
、
無
症

状
の
人
も
多
く
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
重
症
化
す
る
と
集
中
治

療
室
で
の
人
工
呼
吸
器
管
理
が
長
期
に

わ
た
っ
て
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
重

症
者
の
増
加
は
医
療
崩
壊
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

特
に
感
染
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
重
症
化
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
で
す
。
感
染
者
全
体

で
の
重
症
化
す
る
割
合
は
約
１
・
６
％

で
す
が
、
年
齢
別
で
み
る
と
5０
歳
以
下

で
は
約
０
・
３
％
で
あ
る
の
に
対
し
６０

歳
以
上
で
は
約
８
・
５
％
と
急
激
に
上

昇
し
ま
す
。
ま
た
、
重
症
化
し
や
す
い

基
礎
疾
患
と
な
る
の
は
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）、
慢
性
腎
臓
病
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
血
管
疾
患
、
肥

満
、
喫
煙
な
ど
が
あ
り
、
透
析
患
者
さ

ん
も
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
効
薬
が

な
い
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
マ

ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
な
ど
に
よ
る
手

指
衛
生
、
人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け

避
け
る
こ
と
で
す
。
最
初
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
動
さ
れ
て
か
ら
１
年
以
上
が

東
京
医
科
大
学
病
院　

栄
養
管
理
科　
　
　
　
　

伊
藤
明
日
香

東
京
医
科
大
学
病
院　

栄
養
管
理
科　
　

科
長　

宮
澤　
　

靖

東
京
医
科
大
学　

腎
臓
内
科
学
分
野
主
任
教
授　

菅
野　

義
彦

過
ぎ
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
動

き
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
流
行
し

て
か
ら
、
日
常
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ

た
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

●
〝
自
粛
〟
生
活
　
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
？日

本
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始

さ
れ
、
医
療
従
事
者
や
高
齢
者
は
既
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
多
く
の
人
に
行
き
わ

た
り
感
染
拡
大
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
ば
か
り
で
す
が
、
今
は
い
つ

収
束
を
む
か
え
る
か
わ
か
ら
な
い
新
し

い
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
が
１
年
を
過
ぎ
、

〝
自
粛
〟
生
活
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
な
ど
が
発
令
さ
れ

る
と
様
々
な
業
種
に
お
い
て
休
業
要
請

が
出
さ
れ
、
外
出
は
必
要
最
低
限
度
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
対
策
を
栄
養
の
観
点
か
ら
考
え
る
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が
必
要
か
な
？
冷
蔵
庫
に
何
が
残
っ
て

い
た
か
な
？
と
無
意
識
の
う
ち
に
頭
を

使
っ
て
考
え
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、

男
性
女
性
に
か
か
わ
ら
ず
健
康
維
持
に

は
大
切
な
活
動
と
い
え
ま
す
。

●
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
の
危
険

性
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
日
常
生
活
の
変
化
が
、
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
や
フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
「
加
齢
に
伴
う

筋
力
の
減
少
、
ま
た
は
老
化
に
伴
う
筋

肉
量
の
減
少
」
を
さ
し
ま
す
。
一
方
、

フ
レ
イ
ル
と
は
「
加
齢
に
伴
う
様
々
な

機
能
変
化
や
予
備
能
力
の
低
下
に
よ
っ

て
健
康
障
害
に
対
す
る
脆
弱
性
が
増
加

し
た
状
態
」
を
い
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
と
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
、

体
重
減
少
、
自
ら
が
感
じ
る
疲
労
感
、

日
常
生
活
で
の
活
動
量
の
減
少
、
歩
く

ス
ピ
ー
ド
の
低
下
、
握
力
の
低
下
が
あ

り
こ
の
５
つ
の
う
ち
３
つ
以
上
当
て
は

ま
る
と
フ
レ
イ
ル
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
の
状
態
だ
と
、
ふ
ら
つ

き
や
転
倒
、
骨
折
な
ど
が
起
こ
り
、
身

体
活
動
量
が
減
る
と
フ
レ
イ
ル
に
つ
な

が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
と
フ
レ
イ
ル
は
密
接
な
関
係
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
や
フ
レ
イ
ル
の
状
態
は
要
介

護
状
態
の
一
歩
手
前
と
い
っ
て
も
よ
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
透
析
患
者
さ
ん
は
一
般
の
人

や
透
析
を
し
て
い
な
い
腎
不
全
患
者
さ

ん
よ
り
フ
レ
イ
ル
の
人
が
多
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
中
の
〝
自
粛
〟
生
活
で
家

に
い
る
時
間
が
増
え
、
歩
く
頻
度
や
運

動
す
る
頻
度
が
減
っ
た
こ
と
で
、
実
際

に
コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
間
で
新
た
に
フ
レ

イ
ル
に
な
っ
た
高
齢
者
は
１６
％
増
加
し

た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
生
活

の
変
化
で
、
こ
の
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
フ

レ
イ
ル
の
状
態
が
進
ん
で
し
ま
う
危
険

性
が
あ
り
、
今
ま
で
よ
り
よ
り
一
層
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
力

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
体
重
が
前
よ

り
も
減
っ
て
き
た
、
お
い
し
い
も
の
が

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
、
疲
れ
や

す
く
何
を
す
る
の
も
面
倒
だ
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
常
々
感
じ
る
人
は
フ
レ
イ

ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
筋
肉
量
の
減
少
と
い
う
と
脚

や
腕
の
筋
肉
が
少
な
い
や
せ
細
っ
た
体

を
想
像
し
が
ち
で
す
が
そ
れ
だ
け
で
は

低栄養

消費エネルギー量↓

基礎代謝↓

活動度↓

フレイル・サイクル サルコぺニア

疲労・
活力↓

筋力↓身体機能↓
（歩行速度↓）

食欲低下
摂取量↓

フ
レ
イ
ル
・
サ
イ
ク
ル

厚
生
労
働
省　

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
２
０
２
０
年
版
）　

策
定
検
討
会
報
告
書
よ
り
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な
く
、
食
べ
る
た
め
に
使
う
筋
肉
に
も

影
響
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
よ
く
噛
ん
で
飲
み
込
む
、
食

べ
る
と
き
に
当
た
り
前
に
し
て
い
る
行

動
に
も
消
化
管
の
筋
肉
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
衰
え
る
と
噛
め
な
か
っ
た
り
、

飲
み
込
め
な
か
っ
た
り
、
飲
み
込
ん
で

も
む
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
危
険
性
が

あ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
に
つ
な
が
り

ま
す
。

食
べ
る
こ
と
自
体
が
危
険
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、
食
べ
る
量
が
減
り
、
十
分

な
栄
養
が
補
給
さ
れ
ず
筋
肉
が
作
ら
れ

な
く
な
り
、
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
口
の
中
や
頬
の
筋
肉
、
の
ど
の
筋
肉

を
動
か
す
体
操
な
ど
も
効
果
的
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

体
を
動
か
さ
な
い
と
お
腹
が
減
ら
な

い
と
い
っ
た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

活
動
が
減
る
と
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
量
が
低
下
し
、
食
欲
が
低
下
し
ま
す
。

食
欲
が
な
く
食
べ
る
量
が
少
な
い
日
が

続
く
と
体
重
が
徐
々
に
減
っ
て
い
き
、

同
時
に
筋
肉
の
量
も
少
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
筋
肉
の
量
が
減
る
と
疲
れ
た

感
じ
が
強
く
な
り
、
動
こ
う
と
す
る
活

め
て
身
に
な
る
の
で
す
。
ま
ず
は
、
低

栄
養
か
ど
う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

使
っ
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
２
つ

以
上
あ
て
は
ま
る
人
は
低
栄
養
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
食
生
活
を
振
り
返

っ
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

力
も
わ
い
て
こ
な
い
た
め
、
さ
ら
に
体

を
動
か
す
機
会
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
食
欲
が
低
下
し
、
体
重
が

減
り
…
と
い
っ
た
よ
う
に
悪
循
環
を
た

ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
図
に
示
し
た
フ
レ
イ
ル
・
サ

イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
に

入
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
フ
レ
イ
ル
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は

栄
養
、
身
体
活
動
、
社
会
参
加
の
３
つ

で
、
さ
ら
に
そ
こ
に
お
口
の
ケ
ア
が
加

わ
る
と
よ
り
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
食
事
を
し
っ
か
り
と
り
、
積

極
的
に
体
を
動
か
し
、
趣
味
な
ど
を
通

し
て
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、

フ
レ
イ
ル
を
防
ぎ
健
康
的
に
生
活
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
栄
養
・
食
事
の
重
要
性

身
体
活
動
の
低
下
は
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

や
フ
レ
イ
ル
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
原

因
と
な
り
ま
す
が
、
栄
養
不
足
も
原
因

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
先
ほ
ど
示
し
た
フ
レ
イ
ル
・
サ
イ
ク

ル
で
も
食
事
の
部
分
が
大
事
な
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

も
と
も
と
低
栄
養
の
人
が
運
動
を
す

る
と
か
え
っ
て
低
栄
養
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
運
動
す
る

と
も
と
も
と
あ
っ
た
筋
肉
を
分
解
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
よ
う
と
す
る
た
め
、

筋
肉
や
体
重
が
減
っ
て
い
く
一
方
で
す
。

つ
ま
り
、
活
動
と
栄
養
の
補
給
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
一
緒
に
さ
れ
る
こ
と
で
は
じ

低栄養チェックリスト

２ つ以上あてはまったら低栄養の可能性があります。
食生活を見直しましょう。

□　ＢＭＩが２０以下〈ＢＭＩ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）〉

□　半年以内に １ｋｇ以上体重が減った

□　週明けの体重増加がドライウェイトの ５％未満である

□　血液検査のアルブミンの数値が３．５ｇ／ｄｌ未満

□　 １日 ３食食べない日が多い

□　食がほそくなったと感じる

□　肉、魚、卵、大豆製品（豆腐や納豆）はほとんど食べない

□　食事でむせることが多い

低
栄
養
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

東
京
都
福
祉
保
健
局　

東
京
都
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
ポ
ー
タ
ル

や
っ
て
み
よ
う
！
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た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
で
筋
肉
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
筋

肉
の
作
り
や
す
さ
は
成
人
に
比
べ
て
高

齢
者
の
ほ
う
が
弱
い
の
が
困
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
つ
ま
り
、
高
齢
者
は
成
人
よ

り
、
よ
り
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ

か
り
と
ら
な
い
と
筋
肉
を
つ
く
る
こ
と

に
結
び
つ
か
な
い
の
で
す
。

実
際
に
ど
の
く
ら
い
た
ん
ぱ
く
質
を

と
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
透
析
患
者

さ
ん
は
体
重
の
値
に
１
ｇ
～
１
・
２
ｇ

を
か
け
た
数
字
く
ら
い
が
適
量
で
す
。

例
え
ば
体
重
が
６０
㎏ 
の
人
で
あ
れ
ば
た

ん
ぱ
く
質
は
１
日
あ
た
り
６０
ｇ
～
７２
ｇ

を
目
安
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
た
ん
ぱ
く
質
の
中
で
も
よ
り

効
率
よ
く
筋
肉
が
作
ら
れ
や
す
い
の
が

動
物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。
肉
や
魚
、

卵
を
１
回
も
食
べ
な
か
っ
た
と
い
う
日

が
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
た
め
の

ひ
と
工
夫
は
一
か
ら
料
理
し
て
プ
ラ
ス

す
る
よ
り
、
常
備
し
て
お
い
た
さ
ば
や

ツ
ナ
の
缶
詰
、
ゆ
で
卵
を
１
品
プ
ラ
ス

し
た
り
、
間
食
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー

ズ
を
食
べ
る
こ
と
で
無
理
な
く
補
給
で

き
ま
す
。
豆
腐
も
複
雑
な
調
理
を
し
な

く
て
も
そ
の
ま
ま
で
お
い
し
く
、
サ
ッ

と
１
品
プ
ラ
ス
で
き
ま
す
。

栄
養
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
た
め

に
ま
ず
は
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

補
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
炭
水
化
物
、
脂
質
、

た
ん
ぱ
く
質
か
ら
発
生
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
３
つ
の
ど
こ
が
欠
け
て
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。

炭
水
化
物
は
主
に
主
食
と
呼
ば
れ
る

ご
飯
、
パ
ン
、
麺
な
ど
を
さ
し
、
脂
質

は
油
で
す
。
た
ん
ぱ
く
質
は
主
に
メ
イ

ン
の
お
か
ず
と
な
る
肉
、
魚
、
卵
、
大

豆
製
品
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
こ
の
３

つ
が
毎
食
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
１
日
３
食
し
っ

か
り
と
り
、
食
事
の
量
が
減
ら
な
い
こ

と
を
意
識
づ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ど
う

し
て
も
１
回
で
食
べ
ら
れ
る
量
が
減
っ

て
き
て
多
く
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
方

は
、
間
食
と
し
て
不
足
し
た
栄
養
素
を

補
う
こ
と
も
有
効
で
す
。

そ
し
て
こ
の
３
つ
の
栄
養
素
の
な
か

で
も
筋
肉
量
、
筋
力
、
身
体
機
能
に
強

い
関
連
が
あ
る
の
が
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。

実
際
に
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
を
３
年

間
観
察
し
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
食
べ

て
い
る
人
た
ち
と
少
な
い
人
た
ち
を
比

べ
る
と
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
食
べ
て

い
る
人
た
ち
は
筋
肉
量
が
減
っ
て
い
く

の
を
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ごはん、パン、麺類

主食

バランスのよい1食の目安

肉、魚、卵、大豆製品

主菜 1品 副菜 1～２品

野菜、きのこ、海藻など

副菜にツナやゆで卵
などをプラスして手軽
にたんぱく質アップ！
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バ
ラ
ン
ス
の
よ
い�

�

１
食
の
目
安

●
透
析
中
の
食
事
制
限
と
上
手
に
向
き

合
う透

析
患
者
さ
ん
は
水
分
、
塩
分
、
た

ん
ぱ
く
質
、
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
食

事
で
注
意
す
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
制
限

す
る
こ
と
ば
か
り
と
食
事
を
負
担
に
感

じ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
し
か
に
、
医
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
り
設
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト

を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
前
提
で
す

が
、
こ
こ
ま
で
話
し
て
き
た
通
り
、
透

析
患
者
さ
ん
の
低
栄
養
を
改
善
し
た
り
、

防
い
で
い
く
こ
と
も
今
後
は
と
て
も
大

事
に
な
り
ま
す
。

特
に
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
フ
レ
イ
ル
の

観
点
か
ら
は
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り

摂
る
こ
と
が
大
切
と
い
い
ま
し
た
。
肉

・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
を
使
っ
た
料
理

が
１
日
３
食
の
う
ち
毎
食
１
品
入
る
こ

と
が
大
ま
か
な
目
安
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
栄
養
素
の
細
か
な
量
に
つ
い
て
は
患

者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
体
格
や
血
液
検
査

値
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
管
理
栄
養
士
に
ご
相

談
下
さ
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
で
食
生
活
も
変
わ
っ
た

農
林
水
産
省
で
は
、昨
年
１２
月
に「
食

育
に
関
す
る
意
識
調
査
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
食
生
活

の
変
化
に
つ
い
て
１３
の
内
容
を
挙
げ
て

調
べ
て
い
ま
す
。
現
在
の
食
事
が
感
染

拡
大
前
に
比
べ
て
「
増
え
た
・
広
が
っ

た
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
最
も
高

い
の
は
、「
自
宅
で
食
事
を
食
べ
る
回

数
」
で
、
続
い
て
「
自
宅
で
料
理
を
作

る
回
数
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
出
の

機
会
が
減
り
、
自
宅
で
食
事
を
し
た
り
、

自
宅
で
料
理
を
す
る
頻
度
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

外
食
に
頼
り
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
今
、

す
べ
て
の
食
事
を
自
分
で
調
理
し
て
用

意
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う

す
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

な
る
べ
く
簡
単
に
食
事
を
用
意
す
る
こ

と
も
、
日
常
生
活
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
発
展
し
て
い
る

宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
持
ち
帰
り
で
料
理
を

販
売
す
る
店
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

宅
配
の
弁
当
も
最
近
で
は
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
増
え
、
透
析
患
者
さ
ん
向
け
の

物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
冷

凍
食
品
や
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
の
品
ぞ
ろ

え
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
し
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
野
菜
の
お
か
ず

が
小
鉢
サ
イ
ズ
で
売
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

食
事
は
健
康
を
つ
く
る
う
え
で
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
食
べ
る
こ
と
や
食
事
を

用
意
す
る
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
て

し
ま
っ
て
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
自

宅
で
食
事
を
用
意
す
る
機
会
が
増
え
た

今
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
気
軽
に
利
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
夏
バ
テ
と
た
た
か
う
食
事

と
は
い
え
、
食
欲
が
な
い
と
き
は
誰

に
で
も
あ
り
ま
す
し
、
特
に
こ
れ
か
ら

夏
を
む
か
え
る
と
、
暑
さ
で
体
力
が
消

耗
し
、
食
べ
る
気
力
さ
え
も
奪
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

塩
分
や
水
分
は
過
剰
に
な
ら
な
い
よ

う
気
を
付
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
は
あ
り

ま
す
が
、
食
欲
が
な
い
日
は
し
っ
か
り

食
べ
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
夏
の
暑
い
日
で
も
食
欲
を
そ
そ
る

味
の
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。
梅
干
し
や

レ
モ
ン
、
お
酢
な
ど
を
使
っ
て
酸
味
を

取
り
入
れ
た
り
、
に
ん
に
く
や
し
ょ
う

が
な
ど
の
香
り
の
強
い
食
品
も
食
欲
を

そ
そ
り
ま
す
。〝
あ
れ
も
こ
れ
も
食
べ

ち
ゃ
い
け
な
い
〟
と
と
ら
え
る
の
で
は

な
く
、
偏
り
な
く
様
々
な
食
品
を
食
べ
、

元
気
に
活
動
で
き
る
体
を
作
る
こ
と
を

意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
の
せ
い
と
あ
き
ら
め
て
い
た
体
や

心
の
衰
え
は
日
常
生
活
の
中
に
あ
る
活

動
や
食
事
の
心
が
け
で
予
防
で
き
ま
す
。

「
た
く
さ
ん
食
べ
て
、た
く
さ
ん
動
く
」

を
心
が
け
て
、
元
気
な
体
と
心
で
コ
ロ

ナ
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

・
厚
生
労
働
省
、「
日
本
人
の
食
事
摂

取
基
準
（
２
０
２
０
年
版
）」
策
定
検

討
会
報
告
書
、
２
０
２
０
．

h
ttp
s://w

w
w
.m
h
lw
.g
o.jp

/
content/１０９０４７5０/０００5８６5８０.pdf

（
参
照
２
０
２
１
―
５
―
２０
）

・
東
京
都
福
祉
保
健
局
、
東
京
都
介
護

予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
、「
２
０
１
９
、

https://w
w
w
.fukushihoken.

m
etro.tokyo.lg.jp/kaigo_frailty_
yobo/index.htm

l

（
参
照
２
０
２
１

―
５
―
２０
）

・
厚
生
労
働
省
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防
事
業
、
２
０
２
０

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

se
isa
k
u
n
itsu

ite
/
b
u
n
y
a
/�

０００００８９２９９_００００２.htm
l

（
参
照
２

０
２
１
―
５
―
２０
）
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６
月
５
日
（
土
）
１３
：
００
～
１5
：
００

第
９０
回
全
腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
第
４
回
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
、

古
暮
副
会
長
、
酒
井
副
会
長
、
板
橋
事

務
局
長
の
４
名
が
出
席
。
全
腎
協
か
ら

は
金
子
常
務
理
事
、
馬
上
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
理
事
、
榊
原
理
事
の
３
名
、
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
腎
協
か
ら
１5
名
が
出

席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

馬
上
担
当
理
事
の
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
①
全
腎
協
の
活
動
報
告
、
②

「
全
腎
協
の
財
務
」（
１０
年
後
の
全
腎

協
を
考
え
る
資
料
）
を
東
腎
協
戸
倉
会

長
が
説
明
、
問
題
提
起
。
２
０
１
２
～

２
０
１
９
年
度
末
ま
で
の
会
費
納
入
一

覧
表
、
会
員
数
の
推
移
か
ら
、
全
て
の

加
盟
組
織
で
会
員
減
少
の
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

会
員
減
少
の
要
因
と
し
て
は
①
病
院

患
者
会
の
役
員
不
足
、
患
者
会
の
解
散

②
個
人
会
員
の
増
加
に
よ
る
事
務
の
煩

雑
化
③
患
者
の
無
関
心
化
④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
普
及
で
情
報
が
得
や
す
く
な
っ
た
こ

と
⑤
患
者
の
高
齢
化
、
家
族
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
⑥
会
員
減
少
→
財
政
難
→

活
動
の
停
滞
・
縮
小
→
患
者
会
活
動
の

悪
循
環
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
２
０
１
７
～
２

０
１
９
年
の
平
均
減
少
率
と
２
０
２
０

年
度
予
算
か
ら
考
え
ら
れ
る
１０
年
後
の

全
腎
協
の
財
政
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
、
５
年
後
に
は
か
な
り
厳
し
い
状

況
に
な
る
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

抜
本
的
な
全
腎
協
の
組
織
運
営
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

各
県
腎
協
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活

動
実
態
、
厳
し
い
組
織
運
営
が
報
告
さ

れ
、
ぜ
ひ
全
腎
協
の
新
理
事
会
で
検
討

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

次
回
は
７
月
中
旬
に
開
催
す
る
予
定

を
確
認
し
て
、
予
定
通
り
１5
時
に
終
了

し
た
。

東
難
連
第
１９
回
総
会

５
月
３０
日
（
日
）
１３
：
３０
か
ら
、
東

難
連
第
１９
回
総
会
が
東
京
都
難
病
ピ
ア

相
談
室
で
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
て
開
催

さ
れ
た
。東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長（
社

員
代
表
）、
古
暮
副
会
長
、
板
橋
事
務

局
長
が
リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
た
。

榊
原
靖
夫
理
事
長（
東
腎
協
副
会
長
）

の
開
会
の
挨
拶
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

保
健
政
策
部
疾
病
対
策
課
長　

渡
部
ゆ

う
様
か
ら
の
来
賓
の
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。議

長
選
出
、
議
事
録
署
名
人
の
選
出

の
の
ち
、
第
１
号
～
３
号
議
案
（
令
和

２
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、

監
査
報
告
）、
ら
第
４
号
～
５
号
議
案

（
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予

算
案
）
ま
で
報
告
、
提
案
し
、
一
括
承

認
し
た
。

休
憩
後
、
榊
原
理
事
長
の
司
会
で
、

参
加
団
体
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

全
腎
協
第
８
回
定
時
社

員
総
会

�

（
リ
モ
ー
ト
会
議
）

６
月
２７
日
（
日
）
９
：
００
か
ら
全
腎

協
第
８
回
定
時
総
会
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
行
わ
れ
た
。

馬
場
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
議
長
団
、

議
事
録
署
名
人
を
選
出
。
審
議
事
項
と

し
て
第
１
号
～
３
号
議
案
（
２
０
２
０

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

２
０
２
１
・
２
０
２
２
年
度
役
員
選
出
）

審
議
決
議
し
、
確
認
事
項
と
し
て
①
２

０
２
１
年
度
事
業
計
画
及
び
同
予
算
に

つ
い
て
②
第
5１
次
国
会
請
願
に
つ
い
て

③
青
年
研
修
会
に
つ
い
て
確
認
し
て

１5
：
００
に
終
了
し
た
。

東
腎
協
か
ら
は
戸
倉
会
長
と
板
橋
事

務
局
長
が
理
事
に
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
臨
時
理
事
会
で
馬
場
会
長
、

木
村
、
秋
山
副
会
長
、
松
橋
専
務
理
事
、

長
谷
川
常
務
理
事
、
宮
本
業
務
執
行
理

事
が
選
出
さ
れ
た
。

第
９０
回
全
腎
協
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
議

�

（
第
４
回
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会
長　

戸
倉　

振
一

副
会
長　

古
暮　
　

宏

同　

榊
原　

靖
夫

同　

酒
井　
　

豊

同　

須
賀　

春
美

事
務
局
長　

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長　

三
好
か
お
り

理
事　

金
井　

信
憲

同　

松
本　

茂
利

同　

野
口　

忠
男

同　

長
澤　
　

浩

同　

横
溝
久
美
子

同　

関
口　

新
一

同　

根
津　

恵
子

同　

小
林　

和
正

同　

岡
田　

和
友

同　

丸
山　

春
良

同　

成
田　

哲
也

監
事　

山
口　
　

登

同　

梅
原　

秀
孝

相
談
役　

金
子　
　

智

医
療
法
人
社
団　

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長　

南
郷　

俊
明

〒
１
９
４
―
０
０
２
１

東
京
都
町
田
市
中
町
１
丁
目
２３
番
３
号

☎
０
４
２
（
７
２
８
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
２
８
）
８
４
６
９

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井
口
腎
泌
尿
器
科　

亀
有

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

戸
田　

直
裕

〒
１
２
５
―
０
０
６
１

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
３
―
７
―
７
サ
ン
セ
リ
テ
鞠
子

３
階
３
号
室

☎
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
３

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井
口
腎
泌
尿
器
科
・
内
科　

新
小
岩

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

安
東　

克
之

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
１
―
４９
―
１０

第
５
デ
リ
カ
ビ
ル
５
・
６
・
７
階

☎
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
２

医
療
法
人
財
団　

百
葉
の
会

銀
座
医
院　

上
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

中
島　

敦
夫

〒
１
１
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
台
東
区
上
野

２
―
１２
―
２０　

ロ
ー
タ
ス
ビ
ル
３
階

☎
０
３
―
５
８
１
７
―
８
７
７
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
３
５
６
―
０
０
５
４

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―
１

☎
０
４
９
（
２
６
２
）
８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
（
２
５
６
）
５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
２
８
４
―
０
０
０
８

千
葉
県
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―
３

☎
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
３

医
療
法
人
財
団

織

本

病

院

理
事
長　

高
木　

由
利

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

大
坪
会

三

軒

茶

屋

病

院

院
長　

大
坪　

由
里
子

〒
１
５
４
―
０
０
２
４

東
京
都
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
１
―
２１
―
５

☎
０
３
（
３
４
１
０
）
７
３
２
１

医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

小

豆

沢

病

院

院

長　

一
瀬　

隆
広

〒
一
七
四
―
八
五
〇
二　

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
一
丁
目
六
番
八
号

電
話　

〇
三
―
三
九
六
六
―
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
三
九
六
六
―
〇
一
五
一

医
療
法
人
社
団　

君
真
光

寺

田

病

院

理
事
長　

寺
田　

光
男

〒
１
６
８
―
０
０
８
１

東
京
都
杉
並
区
宮
前
５
丁
目
１８
番
１６
号

☎
０
３
（
３
３
３
２
）
１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
３
２
）
６
７
６
５

医
療
法
人
社
団

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
川　
　

猛

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
０
８
０
５

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

東
京
都
立
川
市
幸
町
５
丁
目
９
番
２
号

☎
０
４
２
（
５
３
８
）
１
５
０
２

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

羽

村

相

互

診

療

所

所
長　

小
林　

重
雄

〒
２
０
５
―
０
０
２
３

東
京
都
羽
村
市
神
明
台
１
―
３０
―
５

☎
０
４
２
―
５
５
４
―
５
４
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
５
５
５
―
３
１
５
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

草
場　
　

岳

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉

５
―
４０
―
２４

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―
５
Ｆ

☎
０
３
（
５
９
４
７
）
５
６
８
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

石
澤　

健
一

〒
１
７
１
―
０
０
２
１　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

１
―
１０
―
１０　

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

☎
０
３
（
５
９
１
１
）
１
２
５
０
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医
療
法
人
社
団　

松
和
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

秋
元　

寛
正

〒
１
１
４
―
０
０
３
４

東
京
都
北
区
上
十
条
２
丁
目
１３
番
１
号

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

☎
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
３
０

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
西
新
宿
診
療
所

院
長　

中
尾　

俊
之

〒
１
６
０
―
０
０
２
３

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
３
丁
目
１２
番
１２
号

☎
０
３
―
５
３
０
４
―
５
６
５
５

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
赤
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

福
井　

光
峰

〒
１
１
５
―
０
０
４
５　

東
京
都
北
区
赤
羽

２
丁
目
１１
番
３
号

☎
０
３
―
３
９
０
２
―
０
２
５
５

暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

院
長　

松
井　

道
大

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

☎
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
３

医
療
法
人
社
団　

欅
会

田
無
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

西
尾　

康
英

〒
１
８
８
―
０
０
１
２

　

東
京
都
西
東
京
市
南
町
５
丁
目
１
番
地
１5
号

☎
０
４
２
（
４
６
４
）
５
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
６
１
）
４
８
３
８

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

高
橋　

俊
雅

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
丁
目
９
番
２
号
久
保
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
３
３
７
６
）
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

重
伸

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
―
８
―
１5

☎
０
３
（
５
３
７
２
）
６
１
５
１

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

西
尾　

信
一
郎

〒
１
２
４
―
０
０
２
３

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
８

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

院
長　

武
田　

之
彦

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
―
４
―
２４

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

医
療
法
人
社
団　

自
靖
会

自
靖
会
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

北
村　

唯
一

〒
１
３
２
―
０
０
３
３

東
京
都
江
戸
川
区
東
小
松
川
２
―
７
―
１

☎
０
３
（
５
６
６
１
）
３
８
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
７
４
）
７
０
３
６

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２３
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
―
Ｉ
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

医
療
法
人
社
団　

順
洋
会

武
蔵
野
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
練
馬

院
長　

土
田　

雅
章

〒
１
７
６
―
０
０
０
１

東
京
都
練
馬
区
練
馬
１
丁
目
２６
番
１
号

☎
０
３
（
３
９
９
３
）
７
０
１
５

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

人
工
透
析
・
夜
間
透
析
・
在
宅
透
析

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

原
澤　

信
介

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１３
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団

清

光

会

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
９
―
０
０
０
１

神
奈
川
県
逗
子
市
久
木
４
丁
目
２5
番
８
号

☎
０
４
６
（
８
７
３
）
７
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
（
８
７
３
）
９
９
９
１

特
定
医
療
法
人　

清
湘
会

清

湘

会

記

念

病

院

理
事
長　

佐
々
木　

成

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

院
長　

石
原　

理
裕

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
３１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

三

和

ク

リ

ニ

ッ

ク

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８
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社
会
福
祉
法
人　

む
つ
み
会

春
陽
苑
に
こ
に
こ
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

青
山　

一
雄

〒
３
３
１
―
０
０
６
８

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
飯
田
新
田
９１
―
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
（
６
２
１
）
１
１
２
５

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

長
谷
川
貴
一

〒
１
０
１
―
０
０
３
２

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
１
―
３
―
３

☎
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
４
４

医
療
法
人
社
団　

成
和
会

西
新
井
病
院　

血
液
浄
化
透
析
室

理
事
長　

金　
　

光
宇

〒
１
２
３
―
０
８
４
５　

東
京
都
足
立
区
西
新
井
本
町
１
―
１２
―
１２

☎
０
３
―
５
６
４
７
―
１
７
０
０

医
療
法
人
伯
鳳
会

東

京

曳

舟

病

院

院
長　

山
本　

保
博

〒
１
３
１
―
０
０
３
２

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
２
丁
目
２７
―
１

☎
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
１

暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬

３
―
１６
―
４　

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
２

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

医
療
法
人
社
団
や
よ
い
会

北
千
住
東
口
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

大
森　

容
子

〒
１
２
０
―
０
０
２
６　

東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町

９
―
１６

☎
０
３
―
５
２
８
４
―
５
１
０
１

亀
戸
畠
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

畠
山　

卓
弥

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
―
４
２
―
５

亀
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
４
階

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
８
５
）
３
３
４
１

わ
か
や
ま
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
中
野
南
台

院
長　

若
山　

慈
恵

〒
１
６
４
―
０
０
１
４

東
京
都
中
野
区
南
台
３
―
６
―
１７

イ
マ
ス
中
野
南
台
３
Ｆ

☎
０
３
（
６
３
０
４
）
８
５
１
１

笹
塚
・
代
田
橋
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

布
川　

朝
雄

〒
１
５
１
―
０
０
７
３

東
京
都
渋
谷
区
笹
塚
１
―
６４
―
８

Ｄ
ａ
ｉ
ｗ
ａ
笹
塚
ビ
ル
２
階

☎
０
３
（
５
３
０
４
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
０
４
）
１
１
３
２

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

永
野　

正
史

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
９
号

☎
０
３
（
５
９
９
９
）
０
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
９
９
）
０
８
２
３

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
９

医
療
法
人
社
団　

松
岳
会

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良　

純
一
郎

〒
１
７
５
―
０
０
８
３

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
９
９
）
６
８
８
０

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

理
事
長　

杉
崎　

健
太
郎

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

篠
村　

裕
之

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
―
８
―
１

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岩
本　

八
千
代

〒
１
９
２
―
０
３
６
４

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
２
パ
オ
レ
５
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
７
７
）
４
４
７
７

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
俣　

百
世

〒
１
９
２
―
０
０
８
２　

東
京
都
八
王
子
市
東
町

７
―
６　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

杉
崎　

健
太
郎

〒
１
９
１
―
０
０
４
３
東
京
都
日
野
市
平
山

５
―
３８
―
１　

平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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医
療
法
人
社
団　

時
正
会

理
事
長　

横
川　

秀
男

エ
バ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

道
端　

哲
郎

〒
１
４
２
―
０
０
６
２

東
京
都
品
川
区
小
山
５
―
９
―
１

☎
０
３
（
３
７
８
４
）
２
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
７
８
４
）
１
０
０
１

旗
の
台
小
池
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
田　

英
美
子

〒
１
４
２
―
０
０
６
４

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
５
丁
目
８
番
２３
号　

フ
ァ

イ
ン
コ
ー
ト
旗
の
台
１
０
１
号
室

☎
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
４
９
８
）
１
６
８
２

自
由
が
丘
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

新
藤　

優
紀

〒
１
５
２
―
０
０
３
５

東
京
都
目
黒
区
自
由
が
丘
２
丁
目
１０
番
２０
号

弥
生
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
７
３
１
）
５
７
７
３

池
袋
西
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

山
本　

幸
治

〒
１
７
１
―
０
０
２
１

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
丁
目
１
番
１３
号　

西
池

袋
パ
ー
ク
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
５
階

☎
０
３
（
５
９
５
６
）
３
５
５
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
５
６
）
３
５
５
８

暑中御見舞申し上げます
ＮＰＯ東腎協賛助会員

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー　

タ
ン
ポ
ポ

理
事
長　

小
野
崎　

勝

〒
１
７
６
―
０
０
１
２　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

４
丁
目
１２
番
１３
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

☎
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
４

（
携
帯
）
０
８
０
―
３
２
０
４
―
０
２
２
６

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

〒
５
３
１
―
０
０
７
６　

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
―
１
６
―
１
０　

高
石
ビ
ル
５
階

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―
９
８
９
―
８
３
１

株
式
会
社　

ワ
イ
ズ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

村
田　

寛
夫

〒
１
０
２
―
０
０
８
２

東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
１３
番
地
１６

一
番
町
法
眼
坂
ビ
ル
５
階

☎
０
３
―
５
２
１
０
―
５
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
２
１
０
―
５
５
３
２

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

取
締
役
支
店
長　

松
井　

幸
信

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大
久
保　

豊

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２5
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

丸
大
食
品
株
式
会
社

　

中
央
営
業
所
（
特
販
）

〒
１
３
５
―
０
０
５
１　

東
京
都
江
東
区
枝
川

２
―
２３
―
２

☎
０
３
―
３
６
４
７
―
３
２
７
０

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
野　

賢
一

〒
１
２
０
―
０
０
３
４　

東
京
都
足
立
区
千
住

１
―
４
―
１　

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

☎
０
３
―
３
８
８
８
―
６
６
１
４

勇
心
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

徳
山　

孝

〒
７
６
１
―
２
３
０
７

香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町
小
野
２
０
８
８
―
１

☎
０
８
７
―
８
７
６
―
４
４
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
７
―
８
７
６
―
４
１
８
８

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１３
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

成
瀬　

大
輔

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８

特
定
非
営
利
活
動
法
人

東
京
腎
臓
病
協
議
会

賛
助
会
員
入
会
の
お
願
い

　

１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）
11
月
19
日
、
東

京
都
腎
臓
病
協
議
会
（
現
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会
）
を
結
成
し
ま
し
た
。

結
成
か
ら
44
年
を
経
過
し
、
透
析
医
療
も
格
段

に
進
歩
し
、
40
年
を
迎
え
て
い
る
透
析
患
者
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
社
会
保
障
制
度
、
医
療
費
制
度

の
削
減
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
莫
大
な

費
用
を
要
す
る
透
析
医
療
も
安
心
し
て
は
い
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
関
、

各
企
業
、
患
者
団
体
と
結
束
し
て
活
動
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る
活
動
に

賛
同
い
た
だ
け
れ
ば
是
非
、
賛
助
会
員
と
し
て

団
体
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
く
心
よ
り

お
願
い
致
し
ま
す
。

記

賛
助
会
員
会
費
：
個
人
年
額
５
，０
０
０
円
、

団
体
年
額　

１
口
１
０
，０
０
０
円
／
１
口
以

上※
年
１
回
名
刺
広
告
を
機
関
誌
「
と
う
じ
ん
き

ょ
う
」
夏
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内

事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業（
株
）東
京
第
一
支
店
様

国
立
さ
く
ら
会
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

青
い
鳥
ハ
ガ
キ
ご
寄
付
御
礼

《
患
者
会
》

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の

会
、
深
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、
東

葛
ク
リ
ニ
ッ
ク
小
岩
、
日
野
ク
リ
ニ
ッ

ク
腎
友
会
、
豊
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会
、

永
山
腎
友
会
、
高
松
医
院
患
者
会
、
清

湘
会
記
念
病
院
腎
友
会
、
長
久
保
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
会
、
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
ひ
ま
わ
り

会
、
国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会
、
大
田
病

院
腎
友
会
、
代
々
木
病
院
透
析
室
内
腎

友
会
、
桃
井
診
療
所
腎
友
会
、
勝
和
な

ご
み
会
、
吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

《
個
人
会
員
》

今
関
慧
子
、
佐
藤
陽
子
、
齊
藤
一
彦
、

桝
永
照
也
、
反
田
和
男
、
樋
浦
竹
子
、

下
川
昌
子
、
小
平
敬
明
、
南
波
成
予
、

松
永
恵
、
石
山
久
美
子
、
伊
藤
勝
之
、

野
田
雅
史
、
柳
誠
一
、
岸
本
敦
、
宮
内

達
二
、
鈴
木
弘
、
渡
辺
和
雄
、
匿
名
希

望
１
名
、
送
り
主
不
明
１
名

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

切
手
類
ご
寄
付
御
礼

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会
、
勝
和
な
ご
み

会ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
後
の
活
動
予
定

７
月
１０
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

７
月
２５
日
（
日
）

第
１
６
８
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

８
月
７
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

８
月
７
日
（
土
）
～
１５
日
（
日
）

東
腎
協
事
務
局
夏
季
休
暇

９
月

２
０
２
２
年
度
東
京
都
予
算
要
請

東
京
都
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

９
月
１１
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５８８―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター大森病院 TEL０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 TEL０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター TEL０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター TEL０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構　千葉東病院 TEL０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 TEL０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 TEL０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学付属病院 TEL０４５―７８７―２８００

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方
で、献腎移植を希望するため、公益社団法人日本臓器移植ネッ
トワークへ登録する方（公益社団法人日本臓器移植ネットワー
クへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一部助成され
ます）。
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成29年度については
10000円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担
当
電話　03―5320―4506　FAX　03―5388―1437

９
月
２６
日
（
日
）

第
１
６
９
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１０
月

第
51
次
国
会
請
願
署
名

１０
月
３
日
（
日
）

第
40
回
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

１０
月
９
日
（
土
）

三
役
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１０
月
２４
日
（
日
）

第
１
７
０
回
理
事
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

編
集
後
記

○
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
６
月
６
日
（
日
）

第
１６
回
総
会
は
、
昨
年
同
様
事
務
局
を

会
場
と
し
て
リ
モ
ー
ト
と
書
面
評
決
で

無
事
終
了
し
、
新
役
員
体
制
が
発
足
し

ま
し
た
。

ま
た
２７
日
（
日
）
に
は
全
腎
協
定
時

総
会
も
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
東
腎

協
か
ら
は
、
新
た
に
戸
倉
会
長
と
私
が

理
事
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
来
年
に
延
期
さ
れ
た

「
全
腎
協
創
立
5０
周
年
記
念
大
会
（
東

京
）」
の
準
備
も
い
よ
い
よ
本
格
的
に

始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時
開
催
に

な
る「
東
腎
協
創
立
5０
周
年
記
念
大
会
」

も
、
新
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
大
き
な
取
り
組
み
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。



20No.234／2021年 7 月

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
は
、
２
０
１
９
年
９
月

１４
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
ポ
ッ
ト
。

２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
魅
力
に
つ
い
て
発

信
し
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
も
体
験
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
外
に

あ
る
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
エ
リ
ア
」

で
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
１
９
７
２

年
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

さ
ら
に
１
９
９
８
年
の
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
台
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
言
葉

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
透
析

患
者
は
か
か
り
つ
け
の
透
析
施
設
で
の

接
種
を
東
京
都
に
要
望
し
て
き
ま
し
た

が
、
区
市
町
村
の
独
自
の
接
種
計
画
と

な
っ
た
た
め
、
６5
歳
以
上
で
も
接
種
の

ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

国
が
言
う
よ
う
に
、
７
月
中
に
希
望
す

る
人
す
べ
て
に
接
種
さ
れ
れ
ば
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
我
々
は
、
従
来
の
感
染
対

策
を
継
続
し
て
重
症
化
だ
け
は
避
け
た

い
も
の
で
す
。

２
０
２
１
年
度
の
事
業
計
画
も
予
定

通
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
環
境
の
さ
ら

な
る
改
善
要
求
、
透
析
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改

訂
な
ど
、
重
要
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
２
０
２
１
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
板
橋
）

〈
事
務
局
雑
感
〉

〇
ワ
ク
チ
ン
副
反
応
報
告
し
ま
す
。

私
は
練
馬
区
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
自
施
設
で
受
け
る

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６０
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

１
回
目
が
５
月
１１
日
（
火
）
に
、
そ
し

て
３
週
間
後
２
回
目
が
６
月
１
日（
火
）

に
両
方
と
も
透
析
中
に
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
医
院
で
は
余
っ
た
ワ

ク
チ
ン
を
６5
歳
以
下
の
人
に
接
種
す
る

事
に
決
め
て
い
た
た
め
、
火
曜
日
の
午

前
は
私
と
も
う
一
人
し
か
居
な
い
た
め
、

話
が
回
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

東
腎
協
総
会
で
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑

の
実
会
の
正
会
員
木
村
凱
昭
様
か
ら
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
に
対
し
て
の
質
問
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
１
回
目
の
副
反
応

は
、
接
種
し
た
辺
り
の
筋
肉
を
動
か
す

と
筋
肉
痛
の
よ
う
な
痛
み
が
、
そ
の
日

の
夕
方
か
ら
出
始
め
三
日
程
で
消
え
ま

し
た
。

２
回
目
は
筋
肉
痛
の
よ
う
な
痛
み

（
前
回
と
痛
み
が
チ
ョ
ッ
ト
違
っ
た
）

の
ほ
か
に
、
接
種
翌
朝
に
微
熱
？
と
分

か
ら
な
い
状
態
で
し
た
（
事
務
局
に
行

く
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
）
が
、
お
昼

に
か
け
て
上
が
り
、
３８
度
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
事
務
局
出
勤
を
休
み
ま
し
た

の
で
、
正
解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夕

方
か
ら
徐
々
に
下
が
り
だ
し
翌
朝
に
は

す
っ
か
り
平
熱
に
戻
っ
て
い
ま
し
た
。

副
反
応
が
出
た
と
い
う
事
は
、「
若
い
」

と
自
賛
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
周
囲
の
方
達
の
ワ
ク
チ
ン

予
約
に
苦
労
し
て
い
る
の
を
見
て
い
ま

し
た
の
で
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
い
ま

す
が
、
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
因
み
に
、

一
緒
の
日
に
接
種
し
た
他
の
方
（
透
析

患
者
）
は
痛
み
は
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

発
熱
も
な
く
、
何
も
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
三
好
）

〇
今
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
で
き
て
、
自
衛
隊
の
ご
協
力

も
あ
り
大
規
模
会
場
で
の
集
団
接
種
や

企
業
内
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
６5
歳
以
上
の
高
齢

者
対
象
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ

た
当
初
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に

人
々
が
殺
到
し
た
影
響
も
あ
り
数
日
間

の
予
約
が
す
ぐ
に
埋
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
た
め
、

予
約
シ
ス
テ
ム
に
苦
戦
さ
れ
た
方
も
い

た
よ
う
で
す
。
私
の
両
親
も
「
私
達
は

い
つ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き
る
ん
だ
ろ
う

ね
？
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。「
そ
ん

な
に
大
変
な
の
？
予
約
す
る
の
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
昨
日
も
今
日
も
予
約

が
い
っ
ぱ
い
で
全
然
予
約
で
き
な
い
。

他
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
ダ
メ
。
明
日
に
で

も
電
話
で
聞
い
て
み
よ
う
か
し
ら
。」

な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

病
院
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
日
経
過

す
る
毎
に
予
約
状
況
も
更
新
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
、
０
時
過
ぎ
に
予
約
再
挑
戦

し
た
結
果
、
よ
う
や
く
予
約
が
取
れ
た

と
安
堵
し
て
い
ま
し
た
。
１
回
目
の
接

種
後
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
腕
の
周
辺

と
背
中
に
か
け
て
筋
肉
痛
の
よ
う
な
痛

み
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
２
回
目
の
接

種
後
は
３８
度
程
度
の
熱
も
出
る
事
が
あ

る
よ
う
で
す
。
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば

心
構
え
も
で
き
、
熱
が
出
て
も
慌
て
る

事
も
減
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
の
共
有
は
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

�

（
松
山
）





お気軽にお問合せ下さい。

エルピス株式会社
〒532-0011 大阪市淀川区西中島4丁目6-29

栄養機能食品

合成
保存料
無添加

皆様の健康生活をサポートします

リニューアルして1年。パワーアップしたエルピス。嬉しい声が次々届いています。

愛用者の声は数多く寄せられた事例を掲載したものですが、個人の感想であり、製品の効果、効能を標榜するものではありません。

食べろと言われてもコロナはコワイ

糖尿でも安心本人は気付かない

「体力がないと満足な透析ができないよ」「もっと食
べて体力を付けなさい」と先生に何度も言われたが、
食欲は出ないし、肉や魚を食べることもムリでした。
そんな時、栄養士からエルピスを勧められました。
飲み始めて半年、前よりは食事がおいしく感じるし、
透析が楽にできるようになりました。

透析年数が長くなってきたせいか、年々疲れたと感じ
る時間が多くなってきた。エルピスは10年以上続け
ている。飲んでいると疲れ方が違うとの実感がある。
今年は、コロナが怖いので体調を整えるために毎日
飲んでいる。仕事などやりたいことがあるから、まだ
当分元気でいたいのでね。

以前は、透析の後半になると足のケイレンや血圧
が急に下がることが度々あり、吐き気、冷や汗、とき
には目の前が暗くなるほど気分が悪くなることがあ
りました。糖尿でも安心して飲めるので、エルピスと
コエンザイム粒を利用しています。透析後の疲れが
軽くなり、前より元気になったように感じます。
 

エルピスとコエンザイム粒の利用は1年ほどですが、
透析から帰ったときの疲れは前より少なく、顔色も良
くなり、食事の量も増えました。チョットしたことで怒る
ことが少なくなり、精神的にも良くなっています。病院
の検査数値はアルブミンと貧血の項目が改善してい
ます。本人は効果に気付かないようですが、私は喜ん
でいます。（娘様談）

コエンザイムQ10・・・30ｍｇ
ルチン・・・30ｍｇ
ビタミンE・・・14ｍｇ
アスタキサンチン・・・1.2ｍｇ
リコピン・・・1.2ｍｇ

注目の 抗酸化成分配合（1粒：400mgあたり）

カルニチン
BCAA
アルギニン
オルニチン
シトルリン
アスパラギン酸
ビタミンB群 7種
ビタミンC
αG-ルチン
鉄
亜鉛
※リン　0.18mg　カリウム　0.00mg

200mg
300mg
220mg
100mg
100mg
100mg
33.4mg
30mg
50mg
3.1mg
3.0mg

配合栄養成分（1本50mlあたり）

～毎日の栄養補給に～

埼玉県　85歳　女性　透析歴8年

大阪府　63歳　男性　透析歴21年

福岡県　72歳　男性　透析歴7年

静岡県　69歳　女性　透析歴18年

10本入り 2,160円（税込）
30本入り 6,480円（税込）

格
価
売
販

送料別途
（宅配便）

1日の目安量：1本

0120-393-578
06-6100-5020（24時間受付）FAX

【申込・問合せ先】受付時間 I平日：9：00～17：00

エルピス　栄養ドリンク

販売価格
60粒入り1箱
3,960円（税込）

1日の目安量：1～2粒

メール便対象
（送料無料）

エルピス
コエンザイム粒

栄養機能食品

エルピスドリンクとコエンザイム粒は、皆様に不足しがちな栄養成分や健康維持に必要な栄養を
バランスよく配合した製品です。皆様の健康を守り、快適な透析生活を維持するためにご利用ください。

シトルリン
配合


